






































































































































































５月末 合唱祭後 ５月末 合唱祭後 ５月末 合唱祭後
クラスの中で存在感があると思う 66.6% 66.6% 27.3% 18.2% 3.0% 15.1% →
自分の考えがクラスや部全員の意見になることがある 57.4% 63.6% 27.3% 24.2% 15.2% 12.1% ↑
クラスで行う活動には積極的に取り組んでいる 87.9% 93.9% 12.1% 3.0% 0% 3.0% ↑
自分のクラスは仲の良いクラスだと思う 97.0% 97.0% 3.0% 3.0% 0% 0% →
クラスの行事に参加したり活動するのは楽しい 97.0% 100% 3.0% 0% 0% 0% ↑
自分もクラスの活動に貢献していると思う 97.0% 87.9% 3.0% 9.1% 0% 3% ↓
クラスの中にいるとほっとしたり明るい気分になる 97.0% 93.9% 3.0% 6.1% 0% 0% ↓
192
交換で，仲間に考えを伝えることができ，それが取り入れられたことによるものと考えられる。対照的に「クラスの中
で存在感があると思う」，「自分の考えがクラスや部全員の意見になることがある」，「自分もクラスの活動に貢献してい
ると思う」において否定的意見を示した生徒が４名いた。フォロワー層の生徒は，話し合いで自分の考えが認められ，
活動に取り入れられた際に，貢献，承認，存在感を感じるのではないかと考えられる。
　振り返りシート上では，リーダー以外の頑張っている生徒の姿を称賛するコメントが多く見られた。各行事後の振り
返りでは「行事後を終えて，級友との仲は深まった」，「行事を終えて，自分は成長することができた」，「私は行事の成
功に向け頑張った」，「自分の学級や級友を誇りに思う」など肯定的意見が多かった。
　生徒の変容としては，学級のために解決策を一生懸命に考えるリーダーの姿と，リーダーと共に課題解決を図ろうと
するフォロワーの姿が見られるようになった。２学期には生徒が自主的に話し合いをもち，課題解決に向け活動しよう
とする場面が見られたり，集団のために何をすべきか考え自分から行動する生徒が増えたりした。リーダーを中心にし
て学級全体が課題解決を目指し，行動をするため，教師側も褒める場面を多く取り上げることができた。生徒の自己有
用感も高まり，「よりよい学級を自分たちの手で作り上げていくため，次もまた頑張る」といった良いサイクルも見られ
るようになった。
　⑵　課題
　実践の成果としては，リーダーを中心とする自治活動により，学級活動は活性化し，多くの生徒の自己有用感が高
まった。
　その一方で今後の課題として，次の３点が挙げられる。
（1）当初はフォロワーもリーダーとともに解決策を考え，提案していたが，リーダー任せになりがちな生徒が出てきた。
（2）リーダーをする人（立候補，推薦を含む）が固定されてきた。
（3）貢献，承認，存在感の感じ方に差が生じ，一部のフォロワーの自己有用感が高まらなかった。
　今後は，学級生活，行事において，一人ひとりの頑張りが成功を生んでいることを実感させられるようにより明確な
一人一役やより細やかで配慮のある役割分担を心掛けたい。話し合い活動では，ファシリテーションスキルを身に着け
る活動を取り入れ，意見を出しやすい環境を整えていきたい。リーダーを担う生徒が固定化してしまった点については，
各生徒のもつ強みに応じてどの生徒もリーダーとして活躍できる学級の素地づくりを行っていきたい。
７　考察
　本実践を通して，協働的な自治活動は，生徒が集団に貢献し，承認される機会を仕組みやすく，集団における自身の
存在感を高め，同時に自己有用感を高めるのに有効だと感じた。この「貢献する　→　承認される　→　存在感が高ま
る　→　自己有用感が高まる」のサイクルは，持続可能な学級活動の活性化につながった。しかし，リーダーとフォロ
ワーで，活動の取組への貢献度や積極性が同じであっても，そこから得られる自己有用感には差があった。また，フォ
ロワー間でも，自治活動を進めていく際に自分の意見が認められ，活動に反映されるかどうかで，自己有用感の高まり
方に差が見られた。その要因として，リーダーと自身を比べてしまい，集団に対する貢献度の差を感じたり，他者から
された承認を受け入れられなかったりしたことが考えられる。全生徒の自己有用感を高めるためには，関わり合いなが
ら課題解決をしていく中で，フォロワーがリーダーと比較することなく，自分が集団に貢献したことを内省し，他者か
らの承認を自己有用感に結びつけられるよう活動を工夫していく必要があると考える。
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